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要　旨

すばる望遠鏡を国立天文台に納入したのは1999年であり，

今年で10年を迎える。すばる望遠鏡の口径は8.2mで，解

像度については，設置場所の空気の揺らぎによって決まる

解像度限界0.2秒角を実現し，世界最高の性能を持つ。今

や日本の天文学は，すばる望遠鏡によって，遠方銀河研究

等の分野で，世界をリードしている。現在発見されている

最遠方銀河10個のうち，８番目に遠いものを除いて，ほか

はすべてすばる望遠鏡によって発見されたものである（1）。

すばる望遠鏡建設で培った技術を展開し，その後も世界

最高級の性能を持つ望遠鏡を実現している。

2006年，太陽観測衛星ひのでに搭載された，口径0.5m

の光学望遠鏡を完成させた。ひのでは，6,000度の太陽が

100万度のコロナを加熱・維持できる理由を解明しつつあ

る（2）。この光学望遠鏡は，宇宙での観測の利点を生かすた

めに，光学系の回折限界である0.2秒角の解像度を実現し

た。ここでは主鏡と副鏡間のアライメント（相対位置，角

度）を高精度に保つために，複合材料を用いた精密構造技

術等が生かされた。

2008年，ALMA（チリに建設する日米欧の電波望遠鏡群）

計画用，口径12m電波望遠鏡４台のチリでの組立てを完了

させた。ALMAはミリ波，サブミリ波の電波の観測によ

って，新しい宇宙像が得られると期待されている。屋外で

追尾精度0.6秒角という精密駆動に加え，高速スイッチン

グという機能も要求され，これを実現している。
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主鏡・副鏡間のアライメントを
複合材料によって精密に保持

超低膨張ガラスの鏡に
支持構造のひずみを
伝えない支持機構技術

チリの標高5,000mの屋外環境下
で追尾精度，鏡面精度を保持する
構造・熱設計技術

ダイレクトドライブ方式による
高精度かつ高速駆動制御技術

望遠鏡の性能を支配する技術は，光学系システム設計技術，精密構造技術，光学系支持・制御技術及び精密駆動・制御技術である。これらの
技術を，ひのでに搭載された光学望遠鏡，ALMA電波望遠鏡に展開している。

すばる望遠鏡建設で培った技術を，ひのでに搭載された光学望遠鏡，ALMA電波望遠鏡へと展開
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